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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年8月20日(2020.8.20)

【公開番号】特開2019-163267(P2019-163267A)
【公開日】令和1年9月26日(2019.9.26)
【年通号数】公開・登録公報2019-039
【出願番号】特願2019-78753(P2019-78753)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/741    (2015.01)
   Ａ６１Ｐ   1/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/20     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ  33/135    (2016.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/741    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｐ    1/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ｃ１２Ｎ    1/20     　　　Ｅ
   Ａ２３Ｌ   33/135    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月13日(2020.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下痢及び／もしくは便秘を治療または予防する方法における使用のための、配列番号５
と少なくとも９５％同一の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する細菌株を含む組成物。
【請求項２】
　下痢及び／もしくは便秘を治療または予防する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔ
ｉａ属由来の細菌株を含む組成物。
【請求項３】
　下痢及び／もしくは便秘を治療または予防する方法における使用のための、配列番号５
と少なくとも９５％同一の１６Ｓ　配列を有するＢｌａｕｔｉａ属由来の細菌株を含む組
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成物。
【請求項４】
　下痢及び／または便秘が、ＩＢＳ、クローン病または潰瘍性結腸炎及び／または腸の炎
症性疾患に関連する、請求項１～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　炎症性疾患が、小腸、結腸または直腸のものである、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　ＩＢＳ、クローン病または潰瘍性結腸炎と診断された対象において下痢及び／もしくは
便秘を治療または予防する際の使用のための、請求項１～５のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　下痢を治療する方法における使用のための、請求項１～６のいずれかに記載の組成物で
あって、
（ａ）対象が、便秘を伴わない下痢を有する;または
（ｂ）対象が、下痢を伴わない便秘を有する；前記組成物。
【請求項８】
（ａ）対象が、腹痛及び／または膨満をさらに有する；及び／または
（ｂ）対象が、健常な対象と比較して呼気における水素レベルが増加している；及び／ま
たは
（ｃ）使用が、対象の呼気における水素レベルを低減することをさらに含む；及び／また
は
（ｄ）使用が、治療もしくは予防の間及び／または後に対象の呼気における水素レベルを
モニタリングすること、ならびにこれにより治療または予防の推定有効性を評価すること
をさらに含む；
請求項１～７のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　下痢の治療または予防において胃腸管においてＥｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ
のレベルを低減する方法における使用のための、配列番号５と少なくとも９５％同一の１
６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する細菌株を含む組成物。
【請求項１０】
　下痢の治療または予防において胃腸管においてＥｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ
のレベルを低減する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ属の細菌株を含む組成物
。
【請求項１１】
　下痢の治療または予防において胃腸管においてＥｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ
のレベルを低減する方法における使用のための、配列番号５と少なくとも９５％同一の１
６Ｓ　配列を有するＢｌａｕｔｉａ属の細菌株を含む組成物。
【請求項１２】
　Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ感染症に関連する下痢を治療または予防する方
法における使用のための、配列番号５と少なくとも９５％同一の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を
有する細菌株を含む組成物。
【請求項１３】
　Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ感染症に関連する下痢を治療または予防する方
法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ属の細菌株を含む組成物。
【請求項１４】
　Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ感染症に関連する下痢を治療または予防する方
法における使用のための、配列番号５と少なくとも９５％同一の１６Ｓ　配列を有するＢ
ｌａｕｔｉａ属の細菌株を含む組成物。
【請求項１５】
　ＥｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅがＥ．ｃｏｌｉである、請求項９～１４のいず
れかに記載の組成物。
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【請求項１６】
　細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａ、Ｂｌａｕｔｉａ　
ｓｔｅｒｃｏｒｉｓ、またはＢｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅのものである、請求項１
～１５のいずれかに記載の組成物。
【請求項１７】
　細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａの細菌株の１６ｓ　
ｒＲＮＡ配列と少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％又は９
９．９％同一の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有し、任意で
（ａ）前記細菌株が、配列番号５と少なくとも９７％、９８％、９９％、９９．５％もし
くは９９．９％同一の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する、または配列番号５の１６ｓ　ｒＲ
ＮＡ配列を有する;または
（ｂ）前記細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｓｔｅｒｃｏｒｉｓの細菌株の１６ｓ　ｒＲＮＡ
配列と少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％もしくは９９．
９％同一の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する；または
（ｃ）前記細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅの細菌株の１６ｓ　ｒＲＮＡと
少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％または９９．９％同一
の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する；
請求項１～１５のいずれかに記載の組成物。
【請求項１８】
　ＩＢＳと診断された対象において下痢及び／もしくは便秘を治療または予防する方法に
おける使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａ種、Ｂｌａ
ｕｔｉａ　ｓｔｅｒｃｏｒｉｓ種、またはＢｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅ種の細菌株
を含む、請求項１～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項１９】
　（ａ）経口投与用である;及び／または
（ｂ）１又は２以上の薬学的に許容可能な賦形剤または担体を含む；及び／または
（ｃ）細菌株が、凍結乾燥されている；及び／または
（ｄ）細菌株が、生存可能である；
請求項１～１８のいずれかに記載の組成物。
【請求項２０】
　Ｂｌａｕｔｉａ属の単一株を含む、または
Ｂｌａｕｔｉａ細菌株を微生物共同体の一部として含む、請求項１～１９のいずれかに記
載の組成物。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれかに記載の使用のための、請求項１～２０のいずれかに記載の
組成物を含む食品。
【請求項２２】
　請求項１～２０のいずれかに記載の使用のための、請求項１～２０のいずれかに記載の
組成物を含むワクチン組成物。
【請求項２３】
　配列番号５と少なくとも９５％同一の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する細菌株を含む、下
痢及び／もしくは便秘の治療剤または予防剤。
【請求項２４】
　Ｂｌａｕｔｉａ属由来の細菌を含む、下痢及び／もしくは便秘の治療剤または予防剤。
【請求項２５】
　配列番号５と少なくとも９５％同一の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有するＢｌａｕｔｉａ属
由来の細菌株を含む、下痢及び／もしくは便秘の治療剤または予防剤。
【請求項２６】
　細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａである、請求項２３
～２５のいずれかに記載の治療剤または予防剤。
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